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市民アンケート 

Q1 年齢 

 回答者の年齢については、約半数が「60 歳以上」（49.7％）となっています。その他では、「40

歳代」が 15.3％、「50 歳代」が 14.0％となっています。 

図表－ 1 年齢 （n=1,639） 

 

 

Q2 性別 

 回答者の性別については、「男性」が 44.9％、「⼥性」が 54.7％となっています。 

図表－ 2 性別 （n=1,639） 
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Q3 同居している家族の構成 

 同居している家族構成については、「親と子」が 48.9％と最も高く、次いで「夫婦のみ」（27.6％）、

「祖⽗⺟と親と⼦」（9.5％）、「一人暮らし」（8.7％）となっています。 

図表－ 3 同居している家族の構成 （n=1,639） 

 

 

Q4 同居家族内の高齢者または障がいのある人の有無 

 同居家族内の高齢者または障がいのある人の有無については、「いる」が 15.1％、「いない」が

82.7％となっています。 

図表－ 4 同居家族内の高齢者または障がいのある人の有無 （n=1,639） 
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Q5 住まいの小学校区 

 住まいの小学校区については、おおむねどの小学校区も同様の割合となっていますが、「篠岡小学

校区」がやや高くなっています。 

図表－ 5 住まいの小学校区 （n=1,639） 
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Q6 就業･就学状況 

 就業・就学の状況については「無職」が 40.8％と最も高く、次いで「会社員等」（26.8％）、「パ

ート・アルバイト」（15.1％）となっています。 

図表－ 6 就業･就学状況 （n=1,639） 

 

 

Q7 小牧市在住年数 

 ⼩牧市での在住年数については、大半が「20 年以上」（74.3％）となっています。その他では、

「10〜20年未満」（11.8％）が高くなっています。 

図表－ 7 小牧市在住年数 （n=1,639） 
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Q8 居住形態 

 居住形態については、大半が「⼀⼾建て持ち家」（75.4％）となっています。その他では、「借家・

賃貸マンション・アパート」（11.5％）、「分譲マンション」（7.6％）が高くなっています。 

図表－ 8 居住形態 （n=1,639） 

 

 

Q9 小牧市は地域活動･ボランティア活動が活発なまちだと思うか 

 小牧市は地域活動･ボランティア活動が活発なまちだと思うかきいたところ、「思う」人が 64.5％

（「そう思う」（12.6％）と「どちらかといえばそう思う」（51.9％）の合計）、「思わない」が 31.5％

（どちらかといえばそう思わない）（23.6％）と「思わない」（7.9％）の合計）となっています。 

図表－ 9 小牧市は地域活動･ボランティア活動が活発なまちだと思うか （n=1,639） 
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Q10 住民同士のかかわりについて 

 住⺠同⼠のかかわりについては、「必要だと思う」人が 92.3％（「とても必要だと思う」（19.3％）

と「ある程度必要だと思う」（73.0％）の合計）、「必要だと思わない」人が 5.8％（「あまり必要だ

とは思わない」（4.6％）と「必要とは思わない」（1.2％）の合計）となっています。 

図表－ 10 住民同士のかかわりについて （n=1,639） 

 

 

Q11 住民同士の支え合いのための個人情報の取扱いについて 

 住⺠同⼠の⽀え合いのための個⼈情報の取扱いについてきいたところ、「個人情報の共有はある程

度必要である」が 58.6％、「個人情報は共有すべきではない」が 35.1％となっています。 

図表－ 11 住民同士の支え合いのための個人情報の取扱いについて （n=1,639） 
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Q12 近所付き合いの程度 

 近所付き合いの程度についてきいたところ、「比較的親しく付き合っている」人が 33.8％（「とて

も親しく付き合っている」（3.5％）と「わりと親しく付き合っている」（30.3％）の合計）、「比較

的付き合いをしていない」人が 64.5％（「付き合いはしているがそれほど親しくはない」（58.4％）

と「付き合いはない」（6.1％）の合計）となっています。 

図表－ 12 近所付き合いの程度 （n=1,639） 

 

 

Q13 自治会への加入有無 

 自治会への加入の有無については、大半が「加入している」（89.9％）としている一方で、「加入

していない」人が 8.0％います。 

図表－ 13 自治会への加入有無 （n=1,639） 
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Q14 参加している地域の活動･行事内容 

 参加している地域の活動･⾏事内容についてきいたところ、「⾃治会の⾏事」が 55.5％と最も高く、

次いで「神社や寺の⾏事」（19.2％）、「地域３あい事業」（10.9％）となっています。一方、「参加

していない」人も 26.8％います。 

図表－ 14 参加している地域の活動･行事内容(複数回答)  （n=1,639） 
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Q15 新たな支え合いの関係を築くために必要なつながり 

 新たな支え合いの関係を築くために必要なつながりについてきいたところ、「ご近所､自治会など

のつながり」が 68.9％と最も高く、次いで「趣味のｻｰｸﾙなどを通じたつながり」（32.3％）、「防犯･

防災活動を通じたつながり」（31.1％）、「子育て､介護など同じ悩みをもつ当事者やその支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ

のつながり」（30.0％）となっています。 

図表－ 15 新たな支え合いの関係を築くために必要なつながり(複数回答)  （n=1,639） 
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Q16 ボランティア活動への参加経験 

 ボランティア活動への参加経験についてきいたところ、「現在参加している」が 9.2％、「以前参

加したことがある」が 32.4％、「参加したことがない」が 55.9％となっています。 

図表－ 16 ボランティア活動への参加経験 （n=1,639） 
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Q16-2 参加したボランティア活動･行事 

 参加したことのある人に参加したボランティア活動・⾏事についてきいたところ、「環境保全・美

化活動」が 31.2％と最も高く、次いで「ｽﾎﾟｰﾂ･文化･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ活動」（26.2％）、「ﾊﾟﾄﾛｰﾙ等の地域安

全活動」（26.1％）となっています。 

図表－ 17 参加したボランティア活動･行事(複数回答)  （n=682） 
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Q17 今後のボランティア活動への参加意向 

 今後のボランティア活動への参加意向についてきいたところ、「機会があったら参加したい」が

34.4％と最も高く、次いで「時間ができたら参加したい」（22.2％）となっています。一方、「参加

できない」が 19.0％、「参加したくない」が 10.1％となっています。 

図表－ 18 今後のボランティア活動への参加意向  （n=1,639） 

 

 

Q17-2 ボランティア活動に参加したくない理由 

 ボランティア活動に参加したくないと回答した⼈にその理由をきいたところ、半数が「自分の生

活のことで精一杯だから」(51.1％)と最も高く、次いで「時間がないから」（29.6％）となってい

ます。 

図表－ 19 ボランティア活動に参加したくない理由(複数回答)  （n=476） 
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Q18 行っている自助活動 

 現在⾏っている⾃助活動についてきいたところ、「ﾃﾚﾋﾞや新聞､ﾗｼﾞｵ､ｲﾝﾀｰﾈｯﾄなどで防災情報を確

認している」が 56.2％と最も高く、次いで「防災用品や備蓄品(⽔､⾷料品､懐中電灯など)を準備し

ている」（42.3％）、「日頃から健康づくりを心がけている」（37.6％）となっています。一方、「特

に何もしていない」人も 12.4％います。 

図表－ 20 行っている自助活動(複数回答)  （n=1,639） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.9

24.0

21.5

7.9

6.1

37.6

1.4

0.5

12.4

1.6

16.0

14.9

56.2

42.3

0.0 20.0 40.0 60.0

ﾃﾚﾋﾞや新聞､ﾗｼﾞｵ､ｲﾝﾀｰﾈｯﾄなどで防災情報を確

認している

防災用品や備蓄品(水､食料品､懐中電灯など)を

準備している

防災用品や備蓄品(水､食料品､懐中電灯など)を

定期的に確認している

災害時や緊急時の連絡先を常に見える所に置い

ている

災害時や緊急時の､家族との連絡方法や集合場

所などを決めている

災害時や緊急時に持ち出すものを準備している

災害時に備えてﾀﾝｽの固定や食器棚のものが飛

び出さないような工夫をしている

防災訓練や地域活動に参加するようにしている

家族や友人､地域の人と､地域のことや災害につ

いて情報交換するようにしている

日頃から健康づくりを心がけている

避難行動要支援者の登録をしている

その他

特に何もしていない

不明

（％）



 

14 

Q19 現在行っている活動、今後行いたい活動 

 現在⾏っている活動、今後⾏いたい活動についてきいたところ、現在⾏っているものとしては「寄

付、募⾦への協⼒」、「地域のごみ広いなどの環境美化活動」「⾃然、環境教育、資源ごみのリサイク

ル」をあげる⼈の割合が⽐較的⾼くなっています。また、今後⾏いたい活動としては、「健康づくり

に関する活動」、「地域で暮らす高齢者への日常生活の援助」、「地域のごみ拾いなどの環境美化活動」、

「地域のまつりやｲﾍﾞﾝﾄの手伝い」をあげる人の割合が比較的高くなっています。 

図表－ 21 現在行っている活動、今後行いたい活動(複数回答)  （n=1,639） 
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Q20 住んでいる地域の住みやすさ 

 住んでいる地域の住みやすさについてきいたところ、「住みやすい」が 55.6％（「とても住みやす

い」（14.8％）と「どちらかといえば住みやすい」（40.8％）の合計）、「どちらともいえない」が 30.8％、

「住みにくい」が 9.9％（「どちらかといえば住みにくい」（8.4％）と「とても住みにくい」（1.5％）

の合計）となっています。 

図表－ 22 住んでいる地域の住みやすさ （n=1,639） 
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Q21 日常生活の困りごと･悩みごとを相談する人物 

 日常生活の困りごと･悩みごとを相談する人についてきいたところ、「家族(親･子･兄弟姉妹等)」

が 57.2％と最も高く、次いで「配偶者」（50.9％）、「友人・知人」（36.7％）となっています。専

門的な機関に相談する人は比較的低くなっています。 

図表－ 23 日常生活の困りごと･悩みごとを相談する人物(複数回答)  （n=1,639） 
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0.1

4.8

1.0

2.1

0.7

2.0

0.8

0.2

2.5

2.4

2.4

3.7

3.2

36.7

57.2

0.0 20.0 40.0 60.0

配偶者

家族(親･子･兄弟姉妹等)

親戚

職場の同僚･上司

友人･知人

自治会役員

保健連絡員

医師や保健師

民生委員･児童委員

市役所の相談窓口

社会福祉協議会

地域包括支援ｾﾝﾀｰ

障がい者相談支援事業所

生活困窮自立相談窓口

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの掲示板等

その他

相談はしたいが相談できる相手がいない

誰にも相談したいとは思わない

不明

（％）
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Q22 住んでいる地域に必要な活動 

 住んでいる地域に必要な活動についてきいたところ、「ひとり暮らし高齢者･高齢者のみ世帯､障が

い者世帯を⾒守る活動」が 27.3％と最も高く、次いで「防犯に関する活動」（22.6％）、「誰もが気

軽に⽴ち寄ることができる居場所づくり(集いの場)」（22.4％）、「子どもにとっての安全な登下校と

遊び場を提供する活動」（20.3％）となっています。 

図表－ 24 住んでいる地域に必要な活動(複数回答)  （n=1,639） 

 

  

11.8

11.7

5.3

5.3

4.6

20.3

11.5

11.6

10.3

22.6

13.8

22.4

6.2

1.5

1.9

20.3

6.0

9.6

27.3

8.8

11.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

高齢者の家事の援助

高齢者の外出の援助

高齢者の買物の援助

ごみ出しなどの簡単な作業援助

障がいのある人の家事の援助

障がいのある人の外出の援助

ひとり暮らし高齢者･高齢者のみ世帯､障がい者世帯を見

守る活動

障がいのある子どもとない子どもとの交流の機会をつくる

活動

子どもにとっての安全な登下校と遊び場を提供する活動

子育て中の親を支援する体制の整備

子ども同士､親同士のふれあい活動

中高年の健康維持の啓発を目的とした活動

近所付き合いや異世代交流がすすむｲﾍﾞﾝﾄの開催

防犯に関する活動

防災や災害救助に関する活動

誰もが気軽に立ち寄ることができる居場所づくり(集いの場)

空き教室や空き店舗を使って交流の場をつくる活動

その他

何も必要ない

わからない

不明

（％）
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Q23 問題や困りごとが生じた場合の解決方法 

 問題や困りごとが生じた場合の解決方法についてきいたところ、「自分たちの生活に関わることだ

から､住⺠同⼠で協⼒して解決したい」が 46.4％と最も高く、次いで「⾏政に解決してもらえるよ

うに､積極的に要求していきたい」（31.4％）となっています。 

図表－ 25 問題や困りごとが生じた場合の解決方法 （n=1,639） 

 

  

Q24 支援しやすい環境とするために必要な取り組み 

 支援しやすい環境とするために必要な取り組みについてきいたところ、「隣近所の⼈と付き合いを

する」が 64.4％と最も高く、次いで「要支援者ﾏｯﾌﾟを作成するなどし､災害時の要支援者の把握を

進める」（42.2％）、「市の避難⾏動要⽀援者登録制度を広め､地域の⽀援体制づくりを進める」

（23.6％）、「自主防災組織づくりを進める」（23.3％）となっています。 

図表－ 26 支援しやすい環境とするために必要な取り組み(複数回答)  （n=1,639） 

 

行政に解決してもら

えるように､積極的

に要求していきたい

31.4%

地域のことに熱心な

人たちが考えてくれ

るので､その人たち

に任せておきたい

12.4%

自分たちの生活に

関わることだから､住

民同士で協力して解

決したい

46.4%

その他

4.9%

不明

4.9%

64.4

42.2

23.6

6.0

1.7

5.7

23.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

隣近所の人と付き合いをする

自主防災組織づくりを進める

要支援者ﾏｯﾌﾟを作成するなどし､災害時の要支援

者の把握を進める

市の避難行動要支援者登録制度を広め､地域の

支援体制づくりを進める

市の避難行動要支援者制度に自ら登録する

その他

不明

（％）
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Q25 ｢福祉のまち｣として小牧市がめざすべきまち 

 ｢福祉のまち｣として小牧市がめざすべきまちについてきいたところ、「福祉施設をはじめとした福

祉ｻｰﾋﾞｽが充実したまち」が 37.0％と最も高く、次いで「市⺠の福祉意識が⾼く､地域の⽀え合いや

ボランティア活動が根づいているまち」（29.6％）となっています。 

図表－ 27 ｢福祉のまち｣として小牧市がめざすべきまち （n=1,639） 

 

  

14.2

1.4

11.9

5.9

37.0

29.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

福祉施設をはじめとした福祉ｻｰﾋﾞｽが充実したまち

市民の福祉意識が高く､地域の支え合いやﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

活動が根づいているまち

障がいのある人や高齢者などの利用･外出に配慮さ

れたﾊﾞﾘｱﾌﾘｰのまち

その他

わからない

不明

（％）
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Q26 新たな地域のつながりを築くために進めるべき取り組み 

 新たな地域のつながりを築くために進めるべき取り組みについてきいたところ、「あいさつ運動」

が 43.2％と最も高く、次いで「年齢､障がいの有無などに関係なく､だれもが暮らせる地域の居場所

づくり」（37.3％）、「⼦どもの⾒守りや防犯活動の推進」（28.4％）となっています。 

図表－ 28 新たな地域のつながりを築くために進めるべき取り組み(複数回答)  （n=1,639） 

 

  

43.2

23.4

9.5

22.5

28.4

19.3

21.7

7.4

1.6

6.7

37.3

19.6

0.0 20.0 40.0 60.0

あいさつ運動

自治会(町内会)への加入促進

地域3あい事業など世代をこえた交流活動の推進

地域の食事会､交流会

祭り､遊びなどの伝承

子どもの見守りや防犯活動の推進

趣味のｻｰｸﾙなど活動の促進

災害時の支援体制づくりを通した活動

年齢､障がいの有無などに関係なく､だれもが暮ら

せる地域の居場所づくり

広域(小学校区単位)でのつながりの強化

その他

不明

（％）
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Q27 小牧市社会福祉協議会の認知 

 小牧市社会福祉協議会を知っているかきいたところ、「知っている」が 29.0％、「名前は聞いたこ

とがある」39.5％、「知らない」が 27.5％となっています。 

図表－ 29 小牧市社会福祉協議会の認知 （n=1,639） 

 

  

名前は聞いたことが

ある

39.5%

知らない

27.5%

知っている

29.0%

不明

3.9%
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Q27-2 小牧市社会福祉協議会の機関や事業で知っているもの 

 小牧市社会福祉協議会を知っている人に、小牧市社会福祉協議会の機関や事業で知っているもの

についてきいたところ、「⾚い⽻根共同基⾦」（60.5％）、「地域包括支援センター」（58.0％）、「高

齢者デイサービス事業」（51.7％）が上位にあがっています。 

図表－ 30 小牧市社会福祉協議会の機関や事業で知っているもの(複数回答)  （n=1,639） 

 

  

45.6

26.3

19.7

25.4

51.7

31.5

24.4

60.5

21.6

9.9

1.3

2.9

13.2

14.5

34.5

15.5

58.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ

地域包括支援ｾﾝﾀｰ

障害者相談支援事業所

車いすｾﾝﾀｰ

日常生活自立支援事業

居宅介護支援事業所

高齢者ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ事業

訪問介護事業

障害者ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ事業

善意銀行

赤い羽根共同募金

三世代交流会助成事業

ふれあい･いきいきｻﾛﾝ事業

ふくし出前講座

ふれあいの家運営事業

その他

不明

（％）
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Q28 地域包括支援センターの認知 

 地域包括支援センターを知っているかきいたところ、「知っている」が 20.0％、「名前は聞いたこ

とがある」22.0％、「知らない」が 52.5％となっています。 

図表－ 31 地域包括支援センターの認知 （n=1,639） 

 

  

知らない

52.5%

知っている

20.0%

名前は聞いたことが

ある

22.0%

不明

5.6%
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Q29 災害時も含めた地域活動をするうえで行政にしてほしいこと 

 災害時も含めた地域活動をするうえで⾏政にしてほしいことについてきいたところ、「活動したい

と思った時に相談にのってくれる窓口」が 41.5％と最も高く、次いで「ボランティア活動をしたい

人と､お願いしたい人を結びつける仕組み」（39.7％）となっています。 

図表－ 32 災害時も含めた地域活動をするうえで行政にしてほしいこと(複数回答)  （n=1,639） 

 

  

41.5

39.7

19.5

26.7

23.0

19.2

7.8

4.5

2.2

12.1

15.8

17.0

0.0 20.0 40.0 60.0

活動したいと思った時に相談にのってくれる窓口

学校や地域の施設などで､ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの受け入れを

増やすこと

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動をしたい人と､お願いしたい人を結び

つける仕組み

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の理解を図るための講座やｲﾍﾞﾝﾄ

ﾘｰﾀﾞｰや指導者となる人たちの研修や養成の機会

活動に必要な機材や場所の提供

寄付や助成金などの経済的な支援

参加することで社会的な活動に結びつくような講

座やｲﾍﾞﾝﾄ

多少の謝礼や特典が得られること

社会的な評価を得られること

その他

不明

（％）
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Q30 地域の活動に割くことのできる時間 

 地域の活動に割くことのできる時間についてきいたところ、「年に数回くらい」が 44.0％と最も

高く、次いで「月に１日くらい」（20.9％）、「週に１日くらい」（10.5％）、「⽉に２〜３⽇くらい」

（10.0％）となっています。 

図表－ 33 地域の活動に割くことのできる時間 （n=1,639） 

 

  

0.5

10.5

10.0

20.9

44.0

11.1

3.0

0.0 20.0 40.0 60.0

ほとんど毎日

週に2～3日くらい

週に1日くらい

月に2～3日くらい

月に1日くらい

年に数回くらい

不明

（％）



 

26 

 

Q31 地域情報等について希望する提供方法 

 地域情報等について希望する提供方法についてきいたところ、「回覧板や地域の掲示板」が 59.9％

と最も高く、次いで「学校での教育」（40.6％）となっています。 

図表－ 34 地域情報等について希望する提供方法(複数回答)  （n=1,639）

 

 

 

 

 

 

 

 

40.6

7.2

59.9

12.6

3.2

20.6

28.2

13.1

28.1

24.6

1.3

5.1

16.8

25.4

0.0 20.0 40.0 60.0

学校での教育

防災訓練･避難訓練の場

防災に関する展示会やｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

回覧板や地域の掲示板

公民館や図書館などで行う防災に関する講座やｾ

ﾐﾅｰ

大学の教授など専門家の講演会

国や自治体で配布するﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ

市のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞなどのｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

LINEやﾂｲｯﾀｰ

自治会などの会合や知人･友人等との会話

ﾃﾚﾋﾞやﾗｼﾞｵ

新聞や雑誌

その他

不明

（％）
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中学生 

回答者の中学校 

回答者の中学校、「小牧中学校」が 18.0％と最も高く、次いで「応時中学校」（17.5％）となって

います。 

図表－ 35 回答者の中学校 （n=1,414） 

 
 

Q1 性別 

 性別については、「男性」が 51.0％、「⼥性」が 48.5％となっています。 

図表－ 36 性別 （n=1,414） 

 

  

18.0

9.8

6.3

6.0

12.2

10.0

17.5

6.2

14.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0

小牧中学校

味岡中学校

篠岡中学校

北里中学校

応時中学校

岩崎中学校

桃陵中学校

小牧西中学校

光ヶ丘中学校

（％）

男性

51.0%

女性

48.5%

不明

0.5%
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Q2 ボランティア活動に参加経験の有無 

 ボランティア活動に参加経験の有無については、「現在参加している」が 26.5％、「以前参加した

ことがある」が 21.3％、「参加したことがない」が 52.0％となっています。 

図表－ 37 ボランティア活動に参加経験の有無 （n=1,414） 

 

 

Q3 ボランティア活動に参加してよかったこと、楽しかったことの有無 

 ボランティア活動に参加したことがある人に、参加してよかったこと、楽しかったことがあるか

きいたところ、「ある」が 80.5％、「特にない」が 19.1％となっています。 

図表－ 38 ボランティア活動に参加してよかったこと、楽しかったことの有無 （n=676） 

 

  

現在参加している

26.5%

不明

0.2%

以前に参加したこと

がある

21.3%

参加したことがない

52.0%

特にない

19.1%

不明

0.4%

ある

80.5%
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Q4 中学校卒業後のボランティア活動への参加意向 

 ボランティア活動に参加したことがある人に、中学校卒業後にボランティア活動へ参加したいか

きいたところ、「参加すると思う」が 21.2％、「参加しないと思う」が 18.6％、「わからない」が 59.6％

となっています。 

図表－ 39 中学校卒業後のボランティア活動への参加意向 （n=676） 

 

 

Q5 盆踊りやお祭りなどの地域の行事に参加経験の有無 

 盆踊りやお祭りなどの地域の⾏事に参加経験の有無についてきいたところ、「事前の企画・打ち合

わせ段階から参加したことがある」が 8.4％、「参加したことがある（「１.」以外 )）が 62.5％、「参

加したことがない」が 28.6 となっています。 

図表－ 40 盆踊りやお祭りなどの地域の行事に参加経験の有無 （n=1,414） 

 

  

参加すると思う

21.2%

不明

0.6%

参加しないと思う

18.6%
わからない

59.6%

参加したことがない

28.6%

不明

0.5%

事前の企画・打ち合

わせ段階から参加し

たことがある

8.4%

参加したことがある

（「１.」以外 )

62.5%
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Q6 地域行事に参加してよかったと思ったこと、楽しかったことの有無 

 盆踊りやお祭りなどの地域の⾏事に参加した⼈に参加してよかったこと、楽しかったことがある

かきいたところ、「ある」が 83.0％、「特にない」が 14.5％となっています。 

図表－ 41 地域行事に参加してよかったと思ったこと、楽しかったことの有無 （n=1,002） 

 

 

Q7  今後の福祉体験活動や地域の活動への参加意向 

 今後の福祉体験活動や地域の活動への参加意向についてきいたところ、「参加したい」が 27.7％、

「参加したくない」が 12.2％、「わからない」が 59.5％となっています。 

図表－ 42 今後の福祉体験活動や地域の活動への参加意向 （n=1,414） 

 

  

ある

83.0%

特にない

14.5%

不明

2.5%

参加したい

27.7%

参加したくない

12.2%

わからない

59.5%

不明

0.6%
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Q8 近所の人とのかかわり 

 近所の人とのかかわりについてきいたところ、「あいさつ程度はしてくれる」が 48.6％、「あいさ

つしたり、気軽に話しかけたりしてくれる」が 38.8％、「あまりしてくれない」が 12.2％となって

います。 

図表－ 43 近所の人とのかかわり （n=1,414） 

 

あいさつ程度はしてく

れる

48.6%

あいさつしたり、気軽

に話しかけたりしてく

れる

38.8%

あまりしてくれない

12.2%

不明

0.5%
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Q9 地域活動でやってみたいこと 

 地域活動でやってみたいことについてきいたところ、「寄付、募⾦への協⼒」が 51.4％と最も高

く、次いで「地域のまつりやイベントの手伝い」（48.6％）、「子育て支援・子どもの世話」（36.4％）、

「地域のごみ拾いなどの環境美化活動」（34.5％）、「自然、環境教育、資源ごみのリサイクル」（34.2％）

となっています。 

図表－ 44 地域活動でやってみたいこと(複数回答)  （n=1,414） 

 

  

23.3

11.0

51.4

48.6

20.8

22.8

0.8

7.0

14.9

15.5

36.4

16.9

18.3

18.7

18.0

34.5

34.2

14.4

0.0 20.0 40.0 60.0

地域で暮らす高齢者への日常生活の援助 （見守

り、買い物、外出、ごみ分別等） 

地域で暮らす障がいのある人への日常生活の援

助（見守り、買い物、外出、ごみ分別等）　

高齢者や障がいのある人（児）との交流活動　　

点字、手話、要約筆記、朗読等のコミュニケーショ

ン支援

子育て支援・子どもの世話

不登校・ひきこもりの青少年に対する支援

病院や福祉施設での手伝いや話し相手

寄付、募金への協力

健康づくりに関する活動

地域のスポーツ活動、障がいのある人のスポーツ

等の支援

地域のごみ拾いなどの環境美化活動

自然、環境教育、資源ごみのリサイクル

地域のまつりやイベントの手伝い

災害時や防災時の支援活動

パトロール等の防犯、地域安全活動

国際交流活動

その他

不明

（％）
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Q10 「自助」「共助」「公助」についての認知度 

 「⾃助」「共助」「公助」の⾔葉を知っているかきいたところ、「⾔葉の意味も知っている」が 5.1％、

「⾔葉はきいたことがある」が 45.3％、「きいたことがない」が 49.2％となっています。 

図表－ 45 「自助」「共助」「公助」についての認知度 （n=1,414） 

 

 

Q11 日頃生活している中で、地域の一員としてのあり方 

 日頃生活している中で、地域の一員としてのあり方についてきいたところ、「災害時などに、地域

の人の手助けをしたい」（34.2％）、「地域のイベント（年に１回など）などの特別な時には⼿伝いた

い」（33.4％）が上位にあがっています。 

図表－ 46 日頃生活している中で、地域の一員としてのあり方(複数回答)  （n=1,414） 

 

言葉の意味も知って

いる

5.1%

言葉はきいたことが

ある

45.3%

きいたことがない

49.2%

不明

0.4%

27.5

34.2

0.4

5.6

33.4

29.1

28.7

11.9

20.2

2.8

0.0 20.0 40.0

中学校で行っている地域活動（ジュニア奉仕団等）

をかんばりたい

子ども会や青年会のリーダーの一員としてがんば

りたいと

地域のイベント（年に１回など）などの特別な時に

は手伝いたい

災害時などに、地域の人の手助けをしたい

日頃から、地域の行事などに参加したい

日頃から、地域の人の手助けをしたい　

地域の活動の担い手として、地域の人の手助けを

したい

その他

わからない

不明

（％）
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Q12 災害時に地域の一員としてできること 

 災害時に地域の一員としてできることについてきいたところ、「学校の生徒間の助け合いはできる

と思う」が 70.1％と最も高く、次いで「災害発⽣後ある程度落ち着いた時点で、避難所などででき

ることを手伝いたい」（46.1％）、｢災害発⽣時に⾃分の近所や学校の周りは⾒回りに⾏けると思う｣

（36.8％）となっています。 

図表－ 47 災害時に地域の一員としてできること(複数回答)  （n=1,414） 

 

  

70.1

46.1

36.8

12.3

30.3

18.0

0.9

13.1

2.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

学校の生徒間の助け合いはできると思う

災害発生時に自分の近所や学校の周りは見回り

に行けると思う

災害発生時に自分の地域を幅広く見回りに行ける

と思う

災害発生後ある程度落ち着いた時点で、避難所な

どでできることを手伝いたい

発生時も災害発生後も積極的に地域の人の手助

けをしたい

災害時には、地域を越えて手助けをしたい

その他

わからない

不明

（％）
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Q13 地域活動が行える時 

 地域活動が⾏える時についてきいたところ、「イベントやお祭りなどのときには手伝いたい」が

51.5％と最も高く、次いで「災害時など緊急のときに手伝いたい」（33.2％）、「夏休みなど⻑期休

暇中であれば手伝いたい」（32.3％）となっています。 

図表－ 48 地域活動が行える時(複数回答)  （n=1,414） 

 

51.5

10.5

33.2

32.3

0.4

9.7

14.4

1.9

0.0 20.0 40.0 60.0

イベントやお祭りなどのときには手伝いたい　

災害時など緊急のときに手伝いたい

夏休みなど長期休暇中であれば手伝いたい

日頃から地域で活動したい

その他

特にない

わからない

不明

（％）


